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平成11年9月岐阜県で発生した
台風16号による土砂災害調査報告

土砂災害ソフト対策研究会

1.はじめに

土砂災害ソフト対策研究会では、土砂災害につい

て聞き込みを主体とした現地調査を実施し、土砂災

害の発生時刻や地元住民 ・行政の行動等を正確に把

握することで、ソフト対策上の課題の整理と施策の

提案を目指している。

本報告は、同研究会の活動の一環として実施した

岐阜県における土砂災害（平成11年 9月14日～15日）

に関するものである。

2.災害概況

1999年9月14日～15日にかけて、台風16号の通過

に伴い岐阜県北部を中心に、時間雨泣で50mm、連続

雨址で400mmの強い雨が降り、多数の土砂災害が発

生した。

特に土砂災害が集中して発生した河合村では、 14

日の15時から断続的に降り続いた雨が15日の朝方か

ら時間雨祉で40mmを超えるものとなり、 13時頃にビ

ークを記録した（河合雨拡観測所）。

土石流はピークを越えたあたりから発生し、古川

町、河合村、宮川村、泊見村、高鷲村、白島町で30

ヶ所を超える土砂災害が発生した。被害は死者4名、

負傷者 3名、全壊家屋10棟、半壊家屋17棟である

（平成11年度災害報告、建設省）。

対象地域は中山間地に位置し、都市部に見られな

い地域のコミュニティの強固さを生かし、住民が連

携をとりながら 自主的に避難行動をとったことによ

り、人的被害を免れたケースが数例確認された。

3 調査概要

今回の調査箇所は図ー1、表ー1 (24頁）のとおり

である。特に人的被害、家屋の損壊が見られた箇所

について調査を行った。そのうち、被災された住民

の自主避難の有無に滸目し、防災意識や避難体制に

ついて調査を行った （古川町、河合村、宮川村・・・い

［現地調査概要］

実施 日 平成11年10月12日（火）～13日（水）、12月10日（金）

関査地岐阜県吉城郡古川町 （人口約16.000人）、

河合村 （約1.400人）、

宮川村 （約1.200人）

（平成10年IO月1日現在 （岐阜県人口動態統計製査））

調章者山内敏夫（（財）砂防 ・地すぺり技術センター）

天野節、湯川典子、澤陽之 （アジア航測諒）

調査内容現地概査

住民聞き込み

岐阜県古川土木事務所、河合村役場防災担当者聞き

込み

ずれも岐阜県古川土木事務所管内）。 また、災害時

の行政側の対応について、防災担当者に開き込みを

行った （河合村）。

4.調査結果

(1)土砂移動現象

・災害形態は土石流～土砂流による被害が最も多い

が、崩壊 ．がけ崩れも合わせ、多くの渓流で土砂

移動現象が見られた。

・空中写真判読より、渓流の源頭部に比較的規模の

大きい崩壊を確認した。崩壊によって流出した土

砂は、渓床 ・渓岸を侵食しながら樹木を巻き込み、

本川の流下する谷底平野へ氾濫した。

• 谷幅の小さい渓流では、偏流によって渓岸の上部

まで侵食され、それに伴い立木が流木化した。

今回の調査箇所については、現地の痕跡 （波状痕

跡）や目繋情報から土石流は連続して発生したと見

られる。

(2)被災状況

・ほぽ同時刻に各渓流で土石流が発生したため、本

川の流路が土砂 ・流木により 一気に閉塞し、溢水

している事例が多く見られた。また、流末のポッ

クスカルバートや橋脚部に流木が詰まり、河道が

閉塞し、周辺に氾濫被害の拡大を招いているケー

スも多数確認された。
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表ー1災害調査箇所一覧

番号箇所名 所在地 被害状況 調査日 調査内容

l 上稲越（稲越谷） 吉城郡河合村大字稲越字上稲越 土石流、半壊 1、牛舎等全壊 2 Hll.10.12 現地 ・聞き込み

2 上稲越（岩樽洞） 吉城郡河合村大字稲越字上稲越 土石流、半壊2 Hll.1012 聞き込み

3 上稲越（岩中洞） 吉城郡河合村大字稲越字上稲越 土石流 Hll.12.10 現地 ・聞き込み

4 上稲越（真の谷） 吉城郡河合村大字稲越字上稲越 土石流 Hll.12.10 現地 ・聞き込み

5 大谷（芦谷） 吉城郡河合村大字大谷 土石流 811.12.10 現地 ・開き込み

6 有家（井谷） 吉城郡河合村大字有家 土石流、全壊2 Hll.10.13 現地 ・聞き込み

7 有家（＿ッ屋） 吉城郡河合村大字有家 土石流、全壊 2 Hll.10.13 現地 ・聞き込み

8 小谷（水洞谷） 吉城郡宮川村大字小谷 土石流、全壊2、死者2、負術 1 Hll.10.13 現地 ・聞き込み， 下野 吉城郡古川町下野 がけ崩れ、半壊 1、死者 1 Hll.10.13 現地 ・聞き込み
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・古くからの居住地域は高台にあることが多いた

め、被災を免れたケースが多く見られた。これは

生活の知恵ともいえる選択的土地利用から、災害

の規模に比べ被災家屋数は、比較的少なかったよ

うに見受けられる。また、人家の流出があったも

のの、人的被害をまぬがれた箇所では、個人の判

断や消防団の誘諄のもと 自主避難が行われてい

た。被災者は、外に出て水や土砂の取水施設や養

魚場への流入に対処していたり、見回りをしてい

た方がほとんどである。

(3)現地問き込み調査結果

①住民に対する聞き込み調査

1)災害発生時の状況

・現象の発生が休日の昼間であったこと、前日から

の雨で野戒していたことにより、住民の多くは沢

や谷の様子を注視していた。このため、小規模な崩

壊や異常増水による水路の濫水や水位の減少、また

湧水が各所で目繋されている。土石流等の土砂移動

現象そのものを目繋したという住民が数名いた。

・道路、ライフラインが寸断されたため、連絡や避

難ができなかった住民が多数いた。

2)住民の防災意識

・わずかな谷底平野部周辺に民家が位骰し、渓流水

を利用して産業 • 生活を営んでいるケースが多い

ため、養焦施設、取水施設、 J:l:地、 車輛、家屋等

の財産を守ろうという意識や動きが各所で見られ

た。その努力が報われたケースもあれば、結果的

に被災されたケースもあった。

・住民の記憶にある範囲では、過去にこのような規

模に達する土砂災害はなく、 主な災害といえば増

水による浸水や護岸の破壊であった。そのため、

土嚢梢みや家財道具の移動等で出水には対応して

いた。しかし、ここまでの規模で土砂が流れてく

ることは予見していなかった。

3)住民の対応 ・避難状況

• 各所で土石流により道路が寸断され、公の避難所

への移動ができなかった住民も多かった。

．避難等の応急対応は、地元の組や消防団が中心と

なり集落内で自主的に助け合って行われ、比較的

スムーズであった。これは、平素から連携のよい

土地柄が幸いしたと考えられる。一時避難の場所

は、高台の車庫や周辺民家、公民館が多く、被災

後は逐次、村の施設が開放された。

4)行政に対する要望

・道路等が寸断されて、孤立した場合の対策を考え

て欲しいという要望があった。特に、集落が孤立

した芦谷では、何回も上空を飛行しているヘリコ

プターを救援物資の運搬に利用して欲しいとの意

見があった。

•初めての経験でどう対応していいのかわからず、

不安だったとの声があった。

・住民のヒアリングからは、行政の対応不手際等に

対する苦情類は少なかった（これまでの他の被災

地調査からすると異例であり、自主防災意識の高

さがうかがえる）。

②行政側に対する聞き込み調査 （河合村）

・行政自体が必ずしもすべてについて直接的に即応

できたわけではないが、前日にも啓報が出され、

当日朝から召集体制 （消防団など）がとられてい

た。また一方で、住民自身が能動的・組織的に動

き、それを行政がうまくフォローできていた。

・雨飛情報は、河合村役場設骰雨磁計 （途中停電で

欠測）、岐阜県古川土木事務所 （水防テレメータ

ー）、県庁の防災ファックスで入手している。な

お、 FriesやMicos端末は備えられていない。

・情報収集に関しては、消防の移動無線や携帯紺話

が活躍し、さほど支際はなかった。

・情報配信に関しては、防災行政無線 （戸別および

屋外）が完備されていた。ただし、停電になった

ところでは、パッテリ 一切れのため1mけなかった

という家があった。

・地域から役場への被災状況の報告、防災無線によ

る役場から地域への注意 ・避難の喚起等が頻繁に

なされ、役場と地域間で双方向でのやりとりがな

された。

• 河合村では、岐阜県古川土木事務所が作成した土

砂災害ハザードマップが配布されていた。

・龍気の回復、 NTTの衛星無線逍話、隣接市町村

からの給水の応援もすぐ行われた。

・全般に、比較的高い水準で防災の取り組みがなさ

れており、官民ともに意識が謁いと感じられた。

5.ソフト対策上の課題と教訓

(1)監視観測体制の充実

今回入手した主な雨飛観測所以外のデータも広く

収集し、降雨状況をより細かく正確に把握する必要

がある。そのために、行政機構を超えた雨倣情報の
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観測・収集 ・配信が可能なシステム作りが望まれる。

(2)若戒避難のための判断指標の整備

今国調査した古川町、河合村、宮川村では、災害

発生時に避難勧告は発令されなかった。自治体が避

難勧告を出すためには、明確な判断基準および勧告

発令のための梢報収集体制の整備が必要である。ま

た、地域住民が自ら災害の危険度を把握し円滑に自

主避難することができるよう 、過去の災害事例や今

回の災害検証を検討し、簡単な判断指標を竪備する

ことが望ましい。その判断基準の整備と共に、住民

自身による的確な判断に基づく自主的な避難行動が

とれる よう、平素からハザー ドマップ配布 ・説明に

よる啓蒙活動、そして土砂災害を想定した防災避難

訓線が必要である。

(3)梢報伝達体制の整備

調査した被災住居では、ほぽ全戸に防災無線が設

骰されていた。また、普段からの地域の連携のよさ

から、ほぽリアルタイムで災害情報が伝達され、被

災状況が比較的よく把掘されていたようである。無

線や電話等の梢報伝達システムと共に、地域のコミ

ュニケーションの重要性が浮き彫りになった災害事

例でもある。

防災無線は行政から住民への情報伝達に有効であ

った。ただ、片方向で情報を流す装骰であるため、

被災 ・避難状況などの梢報は把握できない。そのた

め、双方向通信が可能なシステムの構築を今後期待

古川土木事務所 黒内雨量観測所
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したい。また、今回の災害では、携帯電話が情報の

伝達 ・収集方法として活躍した。そのため各集落、

地区ごとなどにこれを常備し、無線の不通、故陪や

パッテリ一切れに備えるのも有効と考えられる。

(4)避難経路と安全性の確認

山間地域の集落は、主に谷沿いに細長い形状をな

しており、その谷に流れ込む渓流で土石流が発生す

ることによって道路 ・ライフラインが寸断され、孤

立する人家が多く見られた。そのため、安全な場所

や指定された公民館等の避難所に移動できないとい

う事想が発生した。避難場所と避難経路の設定には、

距離や所要時間などの基本的な条件と共に、高齢化

の進む山間地を考慇して、老人や子供（いわゆる災

害弱者）が夜間でも移動できる場所かどうかや、移

動の際に通過する危険箇所の把握が必要である。ま

た、避難経路、避難場所について、複数のプランを

準備し不測の事態に備える必要がある。

6.今後の行政側の対応について

今回の災害の発生要因、被災状況、問題点を整理

し、梢報伝達方法、避難経路 ・避難場所の再検討を

図る必要がある。そして、今回の災害の記録と共に、

これらの情報を住民に正確かつ継続的に周知する必

要がある。

7.ソフト対策研究会としての今後の課題

（今後の調査の展望）

今回の災害はポックスカルパート・橋梁の閉塞に

表 2 調査結果総括表

発生年月日時 現象名 土砂移動と被災状況

番号箇所名 聞き込み結果 調査結果

よる土砂や流木の氾濫拡大が顕著に見られた。土石

流の氾濫範囲内で、特に住民の生命や財産に多大な

彩押を及ぽす恐れのある区域における住宅や、付随

する施設の立地に関する調査を進める必要がある。

また、ソフト対策は自然および人文地理学的な条件

に左右され、地域により大きな述いがあると考えら

れる。そこで、実状を正確に把握し、各地域にあっ

たきめ細やかな対策が求められる。

8 おわりに

今回の現地調査と1mき込み調査は、 土砂災害の実

態と緊急時における避難体制の重要性について質璽

な梢報を得ることができた。特に、調査対象とした

岐阜県北部の古川町、河合村、宮川村では、普段か

ら隣接する住民同士の慈志の疎通が固られ、また、

災害発生時のi)'j防団の迅迷な対応は、危機管理慈識

の高さを感じた。このような調査結果が生かされ、

悲惨な土砂災害が減らされることを望む次第であ

る。

本調査にあたり、和雷期を前にした災害復l日の最

中にも1月わらず開き込み調査にご協力いただいた古

川町、河合村、宮川村の被災者の方々と岐阜県古川

土木事務所および河合村役場の防災担当者の皆様に

深謝いたします。

執節担当：瀬尾、大仕1原、山内 （（財）砂防・地すぺり技術

センター）

iIf木、浜名、天野、湯川、澤（アジア航測（株））

Ill]き込み情報

稲越谷 Hll.9.15 土石流 渓流の源頭部2箇所で （災害発生時の状況）
13: 00頃 崩壊が発生。崩壊土砂 ・ 13: 00頃、増水が顕箸になり谷1111コ付近のスギ

は渓床 ・渓岸を位食し が倒れ始める。
ながら流下 （土石流 ・ 13: 30頃、大批の土砂と流木が流出。
化）。 （避難行動）
土砂と共に流木が大屈 ・災害が発生する前に本川護岸が壊れたので避
に流下し、稲越川本）II 難。
に堆積、河道を閉塞、 （住民の意織）
氾濫した。家歴半壊1、 • 今までにこのようなひどい災害はなかった。
牛舎等全壊2。 （行政への投望）

・行政の対応は早かった。感謝している。
・小谷は危険な渓流だ。それなのになぜ施設が入
っていないのか。

2 岩秘谷 I-111.9.15 上石流 t砂生産源は主に渓岸 （災害発生時の状況）
15: 00頃 佼食と考えられる。 ・断続的に士砂が流れ続けてきていたが15:00頃

大砿の土砂が出た。
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発生年月日時 現象名 土砂移動と被災状況 間き込み情報

番号箇所名 聞き込み結果 調査結果

徐々に土砂址が培し、 （避難行動）

土石流化したが人家に ．避難はせず、土嚢を積む等家を守るための作業

直接被害はなかった。 していた。

（住民の慈識）

・数日後の台風18号の染雨の時は危険なので避難

した。

3 岩中洞 Hll.9.15 土石流 源頭部のスギ造林地で （災害発生時の状況）

14: 00頃 崩壊が発生。崩壊土砂 • 前日からの雨で水位が異常に上昇し、上流の管
は渓床 ・渓岸を侵宜し が流木や土砂でつま った。

ながら流下し氾濫し ・ 14 00頃流木と巨礫を伴った鉄砲水が自分のす

た。 ぐ脇をものすごい速疫で通過し、ポックスカル

波高約 3mの土石流が パー トを1刹塞 して氾濫した。

目繋されている。 （避難行動）

下流の人家が床下没水 • 土石流により道路が寸断され、 避難ができなか
の被害を受けた。 った。

（住民の意識）
・山林の手入れがなされておらず、伐採木も放骰

されていたので、危険だと感じていた。

（行政への要望）

・現地の様子を把握して消防団且に指示を出して

欲しい。

・地主の要望を少しでも取り入れて復旧工事をし

てもらいたい。

4 真の谷 Hll.9.15 土石流 源頭部で数ヶ所で小規 （災害発生時の状況）

正午過ぎ 模の崩壊が発生してい • 1J」の木が立った状態のまま、流下してきた後、

る。その流下に伴い、 土砂が抜けlilてきた。

渓岸侵食により土砂 ・ （避難行動）

流木を巻き込んで土石 ・自宅は甜台にあるので安全と判断して避難はし

流化している。 なかった。

人的被害はなかったも （住民の慈識）

のの、流下距離が長く • ここに居を構えて100年以上経つが、このよう

牒地に礫や流木が乗り な災害は聞いたことも経験したこともない。

上げる被害が顕著。

5 芦谷 Hll.9.15 土石流 写真判読では、源頭部 （災害発生時の状況）

13: 00頃 に崩地は見られないた ・午前中から茶色<i閲った水が流れていた。12:

め、渓岸佼食が主な土 30頃 1度目の土砂流出があり、砲柱が倒れ電話

砂生産源と考えられ が不通になる。13:00頃土石流が発生 し、車廊

る。 から車を押し出した。土砂流出は16:00頃まで

稲越川本川との合流点 続いた。

付近にあるボックスカ ・密段は出ないところから、湧水が出た。

ルバー トが、流木や塩 （避難行動）

ピバイプなどで詰まり ・自宅は危険と判断し、避難しようとしたが、土

土砂が氾濫した。 石流により迫路が寸断され、避難場所としてい

た集裕センターに移動ができず、自宅の裏の嵩

台にある車罪に避難した。

（住民の窓識）

• 山が荒れているので心配はしていた。
・過去に災害が発生したことはなく、側溝が溢れ

る程度。

（行政への要望）

・集洛が孤立して、不安だった。救援物査等の運

搬に何回も上空を飛んでいたヘリコプターを利

用して欲しかった。
．孤立した場合にどうしたらいいのかわからない。

6 井谷 Hll.9.15 土石流 源頭部で崩壊が発生 （災害発生時の状況）

12: 15頃 し、崩壊土砂が河床 ・ • 水位が下がっ た後、 12: 15頃2つの谷から同時

渓岸を佼食しながら流 に流木を伴った土砂が流出した。

下した。 ・合流点付近の橋 （旧道）に流木が詰まり、しぶ

きを上げて土砂 ・流木が氾濫した。
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発生年月日時 現象名 土砂移動と被災状況 聞き込み情韓

番号 箇所名 聞き込み結果 調直結果

隣のニッ足谷と共に流 （避難行動）

木を伴ってIlヽ烏川本川 ．窃台に自宅があったのですぐには避難せず、土

に流出し、 人家2戸を 石流発生から 4時間後安全を確認して乗用車で

全壊流出した。 避難（井谷左岸住民）。

• 前 13 から小．烏川の水位が上昇し危険な状況だっ
たので、 川治いの住民は前日夜に避難。他の住

民も15日午前中には避難した（対岸住民）。

（住民の意識）

• 今後は避難を早めにできる よう、準伽をしてい
る。

（行政への要望）

・堤防の早期復1日を望む。

・行政側の迅述な対応のおかげで助かったと思
つヽ 。

7 ニッ屋谷 Hll.9.15 土石流 上流域に多数の崩壊地 （住民の慈識）

12: 15頃 があり、土砂生産源と ・小烏川本川の増水により家屋が流出したことが

なっている。土砂の堆 あるが、支川や谷から今囲のような土砂や流木

積、渓岸役食が若しく、 が出たことはliflいたことがない。

並走する国道471号は

各地で寸断され、下流

の既設砂防ダムでは右

岸側が大きく佼食を受

け、袖の虹入部が浮い

た状態になっている。

井谷と共に小氏川本川

に流出し、対岸の人家

2戸を全壊流出させ

た。

8 水洞谷 Hll.9.15 土石流 源頭部等に大規校な崩 （災害発生時の状況）

13: 00頃 壊地は見られず、主に • 前 13 からの雨で渓流は濁り増水していた。養魚
渓岸佼食により土砂が 場での作業中に突然谷から土石流が出てきた。

生産されている。 河 豪雨で音は聞こえなかった。

床 ・渓岸の侵食が著し （住民の窓識）

く、元の河道沿いの樹 ・普段は何の変哲もない小沢だった。

木をも巻き込んで小谷 • 水洞谷は危険だという言い伝えはあった。
本）l［に流Illし、小谷公 ・大雨の日に外に出ること自体がおかしい。

民館と妥魚場を直繋、 ・道路が1本しかなく災害時や大雨になると心配

作業中の 1名が死亡、 である。

1名が負低した。また、 （その他）

沢の様子を見に出かけ • この被名は山を粗末に扱った結果だ。
た男性が同じ土石流に • 砂防ダムはすぐ埋まってしまうので無駄でない

巻き込まれて亡くなっ か。

た。， 下野 Hll.9.15 がけ崩れ 幅30m、高さ15mの崩 （災害発生時の状況）

10: 00頃 積土斜面が崩壊。 1度 ・ 10: 00頃斜而が崩れ始めたので、その土砂を除

目の崩壊の様子を見匝l 去しようとしてさらにJil壊した土砂に流され

り中に 2度目の崩壊が た。

発生し、 1名が死亡、 （避難行動）

1名が負俗し、車郎が ・被災後、自主的に避難した。集落ごとに連絡を

全壊した。 取り合っていた。

（住民の意識）

．危ないところだとは思っていなかった。

• 谷の出水は上流部の改変で状況が悪化したのが
原因ではないかと考えている。
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30 

1999年9月15日 岐阜県土砂災害聞き込み調査票

l.調査年月日 ：平成11年10月13日 番号： 32 調査者： 山内、 天野

2 被災地名・住所： 宮川村小谷 （水洞谷）

3.家屋の場所 （災害発生箇所との位置関係）

土石流の襲った箇所からIOOm程下流左岸の中腹

4.闊き込み対象者の情報

①氏名 ：尾崎氏 ②性別 ：男性 ・医西l③年齢 ：30歳代、 60歳代

④家族構成 ：老夫婦、夫婦、子供 ⑤居住年数 ：100年ほど

5.災害発生状況

①発生時刻 ：平成11年9月15日13時15分ごろ

②災害名 （対象者の使った言葉） ： 且互遠且 ． がけ崩れ • その他 （
③発生時の状況 （流木の有無、避難方向等） ： 

• 自分達は対岸の林道の所の山側に登っていて、 一瞬泥水が増え、 大きい石、木とかが流れてくるのを目撃 した。

2回流れてきた。

・役場の職員が様子を見回りに来られ （発生時の祝話述絡とは別で、偶然近くにいた）、応援を頼もうと紺話 し

に家に来られた。

・養魚場では 3人がゴミ取り等の作業を行っていた。本流からの水は止めていた。パイプをはずしたり、網が壊

れたりしていたので、役場の職員も手伝いに行こうと車の所に行ったところで土石流が来て、行けずに戻って

きた。

・上流に住んでいる冑木さんも様子を見に来ていたので、役場の人と 3人で救出に向かった。松巾さんの奥さん

は池 （淡魚場）の小屋の裏にいた。

• 上では高校生の息子が見ていて、消防署と役場に砥話した。 消防署はあっ ちもこ っ ちも土石が流れて氾濫し道

が無くなっており、すぐには来れなかった。

・ 14: 30頃になって雨が小降りになってきて、林道を流れる水が引いてきた。山）jlLを消防の人が登って助けに来

てくれた。ロープをつかんで沢を渡り、たどり沿いたのが15:00頃だった。

• 水が途絶えたので炊き出し用にソーラ ーの水をもらいに西野さん宅にいった。 それから西野さんが13: 00頃に

用水の取水口を見に行かれたまま焔ってきていないことがわかり、騒ぎ出した。役場の人達が引き統き探した

が、見つからないまま、とりあえず帰った。後で、警察が300mほど下流で西野さんの辿体を発見した。

6 気象状況

①災告発生までの気象状況 （注意報、碧報、雨の降り方、雷、風等） ： 

雨は、前の日の夕方から降り始め、当日の夜まで続いた。夜中は少し小康状態だった。

②災害発生時の気象等 ：

降雨 ：明け方から雨が強く降り続いていた。小降りにならなかった。 風 ：

雷 ：ずっと嗚っていた。 園気 ：13:00すぎに切れた。 電話 ： 水道 ：

7.前兆現象： あり ・因ロ ・不明 （あったかどうか分からない）

①音 ：川の音が聞こえているだけで、 岩（土石流）の流れてくる音はl俎こえなかった。

②小崩落の有無 ：なし。

③その他 ：用水の増水。

8.被害状況

①人命被害 ：匝万］ ・なし 小谷ィンヘ、
｀` ｀ ②家屋被害 ：全壊 ・半壊 ・一部損壊 ．I被害なし1

③家屋の棉造 ： 鉄筋 ・ 鉄骨 ・ 木造 • その他 （
平屋 ・ 総 2 階 ・ 2 階建 • その他 （

④被害を受けた場所 ：＿階の

尾崎；；宅〈／ミ ＿一

で＇→――
西野さん宅 t水洞谷
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⑤本人の居室 ：＿階の

⑥発災時にいた場所 ：戸外

⑦その他の物的被害：養魚場施設、公民館等

⑧発生場所と家屋との位骰関係 （見取り屈）

9.被災前の状況 （普段から小石の落石等があったかなど）

• 水洞谷の水はいつも濁らなかったので、養魚場に引く水にしていた。

・夏坪谷のほうが林道があるので危ない気がしていた。

10. 避難状況： 避難した • I避難していないI
①避難勧告等

．避難勧告 ：あり ・匿刀／避難指示 ：あり ・匿工］／自主避難

・自主避難の動機 ・避難しなかった理由 ：家から出かけていた。

②防災機器：防災無線（戸外 ・屋外拡声） ・サイレン ・屋外スピーカー

・広報車 ・電話 ・匝君U・CATV・その他 （普通のTVも情報源）

（有線は途中から切れたが、自宅に待機していてくださいとのことだった。）

③避難勧告に使われた手段は、

④避難勧告の内容 ：対象地区 ・避難の理由 ・避難場所 ・通れない避難経路

・持ち物 ・避難誘祁者 ・その他（ ） 

⑤連絡後の行動 ： 避難した • そのまま家にいた

． 避難時間 ： —一一日＿時＿分
．避難場所 ：

．避難期間 ： 一日一 時ー一分‘まで( ElrclJ) 
．避難場所までの距離 ： m （所要時間 ： 分）

• 発生箇所と避難場所の位性I関係 ：

． 避難の手段：徒歩 ・ 自家用車 • その他(

・避難路の状況

⑥指定避難場所について ：I知っていた1・知らなかった ・今回知った

．避難経路について ：I知っていた1・知らなかった ・今回知った

・ 避難場所について安全と思うか ： 安全だ • I安全ではないI・分からない

（避難場所は、今回全壊した公民館）

l l.過去の災害履歴： あり （自分で経験した ・人にf*］いた） ・匿工］

①発生年月日 ： 年 月 日 時

②災害の種類 ； 土石流 ・ がけ崩れ • その他 ( ) 

③災害の誘因 ： 台風 ・ 前線 ・ 低気圧 • その他 （ ） 

④人命被害 ：あり ・なし

・被害の規模 ：

12.危機意識

①今後、大雨の時にはどのように行動するか。

②ここが危険箇所と知っていたか。

③次のことを知っているか、あるいは参加したことがあるか。

・ハザー ドマップ、防災訓線、防災講習会 等

13.防災1和問についての意見

・市町村に対して ：

役場、消防、警察の対応はよかった。

• その他

14.その他

ここ 5~6年で、林道が造られ伐採 ・植林され、山 （森林）が荒れた。
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土石流災害調 書

1999 年 10 月 13 日

災 害 状況図

調査者澤陽之

SABO vol.65 Mar.2000 

地 箇所名 小谷水洞谷 I土模漬石流董危号験 82-B-205 |ランク 1準ずる渓遭

点
場所 岐阜隈吉城屈宮川村大字1Jヽ谷

情

報
河川名 神 通 川水系 宮 川 所管事務所 岐阜県古JII土木事務所

発生日時 99年 9月 15日 139900分頃 気象条件 晴 ・ 曇 ・ R

被害状況 全壊 1 戸 ・半壌 戸 人的被害 死者 2名 ・負傷者 1名

災 隣田条件 連続雨量 297 mm I最大日函量 mm I最大時間雨量 41 mm 
(14日17時～15日16時） （日時～ 日時） (15日11時～15日12時）

限潤所名 河合雨専昴8爵 4 km) I異常気象名 台風16号による土砂災害

害 発生状況 土石流の g〈泥流型 • 土砂憶型 ·
（間き込み等） 流動タイプ ） 

発生のタイプ
せき止め製・崩纏起因製上・矩魂壇巨1こ:旦よB譴認で・ 
その他（空中写真からは きない ） 

惰

流下状況 洗握等：河道内の土砂堆積部に後絞流による侵食跡宥り．外湾部に爛流の痕

跡が見られる。

堆積状況 規模等： 谷出口から小谷公民館、養魚場が位置していた部分に広く堆積．河

報 道内にも不安定土砂が堆積している。

前兆現象 なし

過去の履歴 なし

性状 漬繊面積 0.13km' |l!I!床平均勾配 26• 

地質 ・岩質 片麻岩類

流

風化の程度 弱風化

表土層の状況 憬を含み層厚は2m程度。

域

荒（崩壊廃等の状分況布）
右津側に崩壌地が位置する。

情 植生の種類 m ・互連 ・竹林 ・針葉樹 ．@ ）・ 混交林 I 

樹高 ＠ 丑 ， 低木 コメント・

報 繁茂状況 R • 中 • Ill 

対策施設の打無 打 11種規損類 ・： 基歎： ◎ | 

箇所番号 ：
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血：
箇所名：

現地写真と状況記載

水洞谷Qい出見宮城馴宮111村,1ヽ谷） 閃査者名 ： 揚 11・澤

P-1 左手奥の谷より土砂が流入。左手に「小谷公民館」右手に「養魚場」があった。

蓑魚場で作業中の1名が死亡、 1名が負傷．
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P-2 水洞谷の正面では、既存の建物を破壊した礫および流木が小谷川本川に連して

いる。傾いている建物が小谷公民館とみられる。

ーヤ←＇,~ ,,,.,,'-・., •. r、、,.

P-3水洞谷正面より下流側では小谷本川まで土砂は達していない。

i到壊している建物は、養魚場管理小屋とみられる。
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芭：
箇所名 ：

現地写真と状況記載

水洞谷（岐阜帳吉渥雹言Ill村小谷） 詞査者名： 湯JII・澤
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P6外湾部の河床・渓岸侵食が葎しく、侵食された河床に岩盤を確認した．

波状痕跡がみられる。
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P-7 河道内には堆積土砂が残存している（断面D付近）．

P-8上流域では谷幅2m程度となり露岩がみられる。




